
第 32回 J-PARC利用者協議会議事次第 

 

 

１．日 時  平成 30年 10月 17日（水） 10：00 ～ 12：30  

 

２．場 所  AP東京八重洲通り 7階 P+Qルーム 

 

３．議 事 

 

（はじめに）  

(1) J-PARCセンター長 挨拶   

 

(2) 利用者協議会及び委員について 

 

(3) 委員長の選考 

 

（確認事項）  

(4) 前回議事録の確認  

 

（報告事項） 

(5) J-PARCセンターの近況について  

 

(6) 加速器の状況及び見通しについて 

 

(7) MLFからの報告  

 

(8) 素粒子原子核ディビジョンからの報告  

 

（協議事項）  

(9)  施設利用者からの要望・意見について 

 ・高エネルギー 

       ・核物理 

 ・核変換 

 ・中性子科学 

       ・ミュオン科学 

 ・産業界 

 

 

 

以上 

 



「大強度陽子加速器施設の運営に関する基本協力協定」に基づく

利用者協議会要項

（目的）

第１条 この要項は、平成１７年８月８日付けで日本原子力研究所と大学共同利用機関法

人高エネルギー加速器研究機構（以下「ＫＥＫ」という。）との間で締結し平成２１年７月

１日付け及び平成２６年３月３１日付けで独立行政法人日本原子力研究開発機構とＫＥＫ

との間で一部を変更した「大強度陽子加速器施設の運営に関する基本協力協定」第８条第

２項に基づき、利用者協議会（以下「協議会」という。）の運営について定めることを目的

とする。

（任務）

第２条 協議会は、利用者及び利用者協議会委員の立場から、大強度陽子加速器施設（以

下「Ｊ－ＰＡＲＣ」という。）の次に掲げる事項について協議し、Ｊ－ＰＡＲＣセンター長

に助言する。

（１）Ｊ－ＰＡＲＣの運営

（２）Ｊ－ＰＡＲＣの利用

（３）その他Ｊ－ＰＡＲＣセンター長が利用者及び利用者協議会委員の意見を聞くことが

必要と認められる事項

（助言の取扱）

第３条 Ｊ－ＰＡＲＣセンター長は、前条に基づき得られた助言について、必要と認める

時は、運営会議、両機関の長等に報告するものとする。

（組織）

第４条 協議会の委員は、国立研究開発法人日本原子力研究開発機構及びＫＥＫの職員並

びにＪ－ＰＡＲＣの利用者２０名程度で組織する。

（任期）

第５条 前条に掲げる委員の任期は、３年を超えない期間とし、再任を妨げない。ただし、

その欠員が生じた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（委員長）

第６条 協議会に委員長を置き、委員の互選によって定める。

２ 委員長は、協議会の会務を総理する。

３ 委員長に事故あるときは、あらかじめ委員長が指名する委員が、その職務を行う。



 
（招集）  
第７条  協議会は、必要に応じ、委員長がこれを招集する。 
 
（庶務）  
第８条  協議会の庶務は、Ｊ－ＰＡＲＣセンターにおいて処理する。 
 
（雑則）  
第９条  この要項に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、Ｊ－ＰＡＲＣ

センター長が別に定める。 
 
 
 
  
 



分野 氏名 所属機関及び職位

中家　剛 京都大学大学院理学研究科　教授

山中　卓 大阪大学大学院理学研究科　教授

相原　博昭 東京大学大学院理学系研究科　教授

小林　隆
高エネルギー加速器研究機構

J-PARCセンター　素粒子原子核ディビジョン　ディビジョン長

田村　裕和 東北大学大学院理学研究科　教授

永江　知文 京都大学大学院理学研究科　教授

野海　博之 大阪大学核物理研究センター　教授

澤田　真也
高エネルギー加速器研究機構

J-PARCセンター　素粒子原子核ディビジョン　ハドロンセクション

ﾊﾄﾞﾛﾝﾎｰﾙﾕｰｻﾞｰ会 高橋　俊行
高エネルギー加速器研究機構

J-PARCセンター　素粒子原子核ディビジョン　ハドロンセクション

藤田　全基 東北大学金属材料研究所　教授

鳥飼  直也 三重大学大学院工学研究科　教授

山室　修 東京大学物性研究所　教授

井手本  康 東京理科大学理工学部先端化学科　教授

鬼柳　善明 名古屋大学大学院工学研究科　特任教授

金谷　利治
高エネルギー加速器研究機構

J-PARCセンター　物質・生命科学ディビジョン　ディビジョン長

秋光　純 岡山大学異分野基礎科学研究所　特任教授

足立　匡 上智大学理工学部　機能創造理工学科　教授

三宅　康博
高エネルギー加速器研究機構

J-PARCセンター　物質・生命科学ディビジョン　ミュオンセクション

杉山　純 株式会社豊田中央研究所　分析部　量子ビーム解析研究室　主監

岸本　浩通 住友ゴム工業株式会社　材料開発本部　分析センター　課長

日比 政昭 新日鐵住金株式会社　技術開発本部　技術開発企画部　上席主幹

MLF利用者懇談会 久保　謙哉 国際基督教大学教養学部　教授

茨城県 富田　俊郎 茨城県産業戦略部　技監

山下　了 東京大学素粒子物理国際研究センター　特任教授

卞　哲浩 京都大学複合原子力科学研究所　准教授

加治 芳行
日本原子力研究開発機構　原子力科学研究部門　原子力科学研究所

原子力基礎工学研究センター　燃料・材料工学ディビジョン　ディビジョン長

委員任期：平成33年3月末まで

：新規委員

J-PARC利用者協議会　委員名簿

産業界

核変換

高エネルギー

原子核

中性子

ミュオン



利用者協議会

国立研究開発法人

日本原子力研究開発機構
大学共同利用機関法人

高エネルギー加速器研究機構

J‐PARCセンター

齊藤 直人

J‐PARCの近況
J-PARC利用者協議会

平成30年10月17日



• Japan Proton Accelerator Research
Complex
– 日本原子力研究開発機構（JAEA) と高エ

ネルギー加速器研究機構(KEK)が建設し

た、世界最高レベルの陽子加速器によ
り様々な分野の最先端の研究を展開す
る施設。

– 物質科学、生命科学、原子力工学
(JAEA)、原子核・素粒子物理学(KEK) な
ど広範な研究分野を対象に、

– 中性子、ミュオン、ニュートリノなどの多
彩な二次粒子を用いた新しい研究手段
を提供し、

– 基礎科学から産業応用まで様々な研究
開発を推進する

Ｊ－ＰＡＲＣの概要

連携研究機関：
国内 東大・京大・東北大・阪大・茨城大など２１研究機関
国外 ４７研究機関

利用者協議会



二つの機構が支える

J‐PARCの安全とサイエンス

高エネルギー加速器研究機構 日本原子力研究開発機構

運営・研究基盤整備

一元的な安全管理体制

大強度 陽子加速器施設

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
実
験
施
設

ハ
ド
ロ
ン
実
験
施
設

物
質
・
生
命
科
学

実
験
施
設

核
変
換
実
験
施
設

（
計
画
中
）

利用者協議会



J‐PARCで展開するサイエンス
• 宇宙の始まりと物質の起源にせまる

– ニュートリノ振動とCPの破れの探索
– クォークやミュー粒子の精密測定実験
– 核力・強い相互作用の理解を深める

• 多様な物質と生命の起源にせまる
– 水素やリチウムなど軽い原子核に感度の高い中

性子散乱実験
• エネルギー材料 (e.g.電池など), ソフトマター・生命

(e.g. タンパク質・ポリマー), ハードマター (e.g. 超伝導・
磁性など)

– マイクロ磁性プローブとしてのミュオン
• μSR, ミュオン原子からのX線、ミュオン顕微鏡
• 基礎物理への応用

– 多角的プローブでイノベーションのコアを形成

– 産業利用
• オープンイノベーション環境を構築
• SPring‐8/PF、J‐PARC、スーパーコンピュータ “京”の協

奏的利用 など

• 核変換技術のR＆D
利用者協議会
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産業利用で

[Charge] [Discharge]
Li脱離時のみに
出現する相が存在

共存する3L相

Scientific Reports (2016)

利用者協議会

社会を未来に加速する



神岡に向けてニュートリノビーム神岡に向けてニュートリノビーム

ハドロン実験施設ハドロン実験施設

物質生命科学実験施設物質生命科学実験施設

現在：0.525 MW 

利用者協議会

現在：0.485 MW

現在：0.051 MW



本日のご報告

• 平成30年度基本方針

• 加速器運転状況

• MLF 1 MWの１時間連続運転

• 連携

• 研究成果と広報

• 課題

利用者協議会



平成３０年度基本方針
• 施設安全安定運転をさらなる大強度・設計

値の実現へ
– 施設稼働率＞９０％を維持する

– 大強度化を一層進め設計値の実現へ

• 加速器

– LINAC&RCS: 1 MW超の安定運転の段階的実現

– MR：＞475 kW (FX) と> 45 kW (SX)を現電源で。新電
源整備。

• 実験施設

– MLF：現行器、次号器、次々号器で1 MWの受け入
れ準備

– NU：目立ちつつあるダウンタイムの削減

– HD：新標的の実現へ

新ビームラインの運用

• 成果創出の継続的加速
– MLF：サイエンスグループを軌道にのせる。

→ 研究に正面から取り組める組織に

– 大学・企業との連携をさらに強化

→ Spring‐8のFSBLのようなコンソーシアム

• 将来計画の実現へ
– 大型計画マスタープランのフォローアップ

– ADS開発を計算科学と要素技術開発で加速
利用者協議会

MLF：>90% @ > 500 kW
MR(FX) : > 475 kW
MR(SX) : > 45 kW

研究力強化



2018年7⽉3⽇現在

東⽇本⼤震災

ハドロン施設の
事故

300 kW

震災後約10ヶ⽉の
運転停⽌

MLFでの⽕災後
の運転停⽌

500 kW

中性⼦標的容器不具合
による停⽌と容器交換

1 MW 連続
運転試験1 MW 相当パルス⼊射

MLF中性子源のビーム運転履歴

利⽤者協議会



利用者協議会
MLF全体会議 11

センター会議 11 月



Beam Power History of MR

FX

SX

FX（目標750ｋW）：480ｋWを達成

SX（目標100ｋW）：50ｋWを達成

利用者協議会



MR大強度化の現状

MA: FT3L

新たに開発された金属磁性体（MA）による高勾配化は完了

MA: FT3M

Ferrite

新入射セプタム（1Hz対応）完了

高繰り返し電源用
新電源棟3棟完成（2017年度）

高繰り返し用
偏向電磁石電源初号機

現在、高繰り返し用電源の製作（量産）を継続中。予算待ち。
利用者協議会
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banks 

新電源棟



J-PARC Main Ring (30 GeV) operates beyond 1 MW

Revised March, 2018



運転統計(2017年4-12月)

2017年4月~2017年12月までの 4,393時間

Facility User time 
(hours)

Trouble,
Acc. only  
(hours)

Trouble, Fac. 
only
(hours)

Net time,
(hours)

Availability, 
Total 
(%)

MLF 2,953 160 33 2,759 93.4

Neutrino (FX) 1,528 141 30 1,356 88.7

Hadron (SX) 954 440 22 491 51.5
利用者協議会

アップデート版は加速器報告で
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大強度陽子加速器施設評価作業部会（第9期）

• 大規模プロジェクトの約5年ごとの評価

– 前回中間評価（平成24年6月）の主な指摘事項
に対する対応

• 研究能力の更なる向上

• 教育及び研究者育成の役割について

• 国際研究拠点化の役割について

• 中性子線施設の共用の促進の役割について

– 新たな論点について

• 経営的視点の導入

• 本格的産学連携の実施

• 5月末で終結
• http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/043/index.htm



文科省 中間評価委員の視察4/25/2018

利用者協議会



J‐PARCの通信簿

利用者協議会

• IAC; NAC, MAC, PAC, A‐TAC, 
T‐TAC
– 2/19 – 3/6



利用者協議会



日本学術会議 大型計画マスタープラン2017

利用者協議会

g‐2/EDM

• 166項目の提案に基づき、28の重
要項目が選ばれた。

• J-PARCからは、３項目の提案が
あり、２項目が重要項目として選
ばれた。
– J-PARC実験施設の高度化に よ

る物質の起源の解明

– 大型先端 検出器による核子崩
壊・ ニュート リノ振動実験 （ハイ
パーカミオカンデ）

• 1項目は、”検討段階”。
– 第二ターゲットステーション による

中性子・ミュオン科学 の新たな展
開

• 文科省ロードマップには「ハイパ
ーカミオカンデ」のみ掲載。

第二標的ステーション
中性子 x 10 +ミュオン x 50 

ハイパーカミオカンデと
関連 J-PARC upgrade

J-PARC実験施設の拡充
で探る”物質の起源”



J‐PARC 将来計画 検討会2018/4/23

• Neutrino 将来計画

• Hadron Hall 拡張

• COMET phase‐2
• Muon g‐2/EDM@J‐PARC

• The 2nd target station at MLF
• 核変換

• 材料照射試験施設

• 重イオン加速計画

• ミュオン顕微鏡

• SXの為のストレッチャーリング.

利用者協議会
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ミュオン強度： 50倍以上

MLF第二ターゲットステーション(TS2)
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学術・産業 における連携関係

豪州ANSTOとの協力
中性子利用環境に定評のあるANSTOとの

協力で、利用者とともに成果を最大化する
環境の整備。 人材交流の促進。

茨城大学・新専攻設置
J‐PARCの講義と演習で、先端科学と

その施設運営にダイレクトに触れる
機会を次世代を担う若者に。

クロスアポイントメントによる連携研
究室の運営で人材交流を促進。

国内大学との連携

産業界との連携

J‐PARC/住友ゴム
フェローシップの創設
先端施設のフロンティアを熟知する
企業人の人材育成

海外研究機関との連携

大阪大学 京都大学

大学のJ‐PARC分室設置
先端施設を用いた大学院教育、将来の施設創りができる人材育成に大きく貢
献。阪大・京大（設置済）を皮切りに、多くの大学が検討中

ESS との協力
建設中の欧州中性子施設ESSにJ‐PARCで培
われた技術を活かし、研究交流を促進

カナダTRIUMF との協力
実験における研究協力だけでなく、人材交流、施
設整備や保守管理におけるノウハウの交換など

九州大学

利用者協議会



連携を加速する

利用者協議会

継続・拡大を議論中
PSI (スイス）
ORNL（米国）
CERN (欧州）

複数の企業
とフェロー
シップ、分室
の可能性を
議論中

分室を検討中の
国内３大学
海外１大学

より広い分野で
クロアポ・兼務
を模索中



RaDIATE 発進！September, 2017

利用者協議会MoU 署名式と研究会に集まった関係者



利用者協議会

広く理解してもらうために



利用者協議会
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J‐PARC Symposium 2019

• The 3rd J‐PARC wide Symposium (cf. 2008, 2011) 
• The 10th anniversary of J‐PARC Operation!

利用者協議会



課題

• 十分な利用運転時間の確保

– 電気代、稼働率、ビーム強度

• 施設の高度化

– 将来計画のタイムリーな実現

• 経営的視点：多角的な資金の獲得

• 本格的な産学連携について

• オープンアクセス環境の構築

利用者協議会



利用者協議会



加速器の状況及び見通しについて

1

内容

1. 2018年（6月まで）の加速器の運転状況

MLF：安定に利用運転： 400→500kW（4/19～6/29)、稼働率 94％

１MW 1時間の連続試験（7/3)

MR：ニュートリノ利用（3/9～5/31、470～494kW）、稼働率 86%

ハドロン利用（6/1～6/29、51kW）、稼働率 88%

2. 夏季の作業から

3. 2018年度 後半の運転計画

（2019年1-3月の運転計画案は検討中）

第32回J-PARC利用者協議会 2018年10月17日
長谷川和男



2018年4-6月の運転

2

• MLF：400kW（1/10～）、500kW（4/19～6/29)、１MW 1時間の連続試験（7/3)
• MR:ニュートリノ利用（3/9～5/31、470～494kW）、ハドロン利用（6/1～6/29、51kW）
• イオン源の連続運転：3か月の達成を３回目

主な故障・トラブル
• １日以上の停止：MR セプタム電源の屋外トランス油漏 （5/11 27時間停止）のみ
• 5/14 L3BT真空異常（8h25m)、5/15 L3BTQ磁石温度上昇（8h05m)、5/25 MR RF真空管交換（8h00m)



０
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SX:51kW

FX:470~494kW
FX:450~474kW

SX:50kW
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Operation Statistics (JFY2018，April to July）

JFY2018（H30） from April 1 0:00 to July 4 17:00: Total 2,273 hours

Facility User 
time 
(hours)

Trouble,
Acc. only  
(hours)

Trouble,
Fac. only
(hours)

Net time,
(hours)

Availability, 
Total 
(%)

MLF 1,880 112 0 1,766 93.9

Neutrino (FX) 1,224 148 21 1,053 86.0

Hadron (SX) 583 52 16 514 88.2

For MLF users For MR users

5



ダウンタイム（2018年度、4月から7月まで）
停止回数

停止時間

リニアックのBLMとRFQと停止回数が拮抗

回数を減らすための対応中

MR:RF 真空管交換、真空コンデンサ交換、インバータ電源故障、など

MR:FastExt セプタム電源停止（屋外トランス油漏れ）5/11 27時間、ほか
6



RFQの真空作業の機会を利用して内部の観察を実施

放電の回数自体は多いが、目視では放電痕や変色は観測されず、
2008年のようにダメージを心配するような状況でないことを確認。

リニアック夏季作業：RFQ内部の目視確認

7



 RFQの真空排気系：

・クライオポンプ（2700L/s for H2）×3

・イオンポンプ（400L/s for N2）×4

・NEGポンプ（1000L/s for H2）×2

真空圧力（ビーム運転中）：

・増強前：1.6×10-5Pa

・増強後：1.5×10-5Pa

→2018年10月11日の測定値。
今後、運転時間とともに減少
する見込み。

リニアック：ＲＦＱ真空排気性能の増強

RFQの真空排気性能を増強すべく、入り口部分をマニホールド化した

・クライオの排気速度は2700L/s（H2）、一方、排気ポートのコンダクタンスはおよそ
500L/s/port.

・マニホールド化してコンダクタンスを大きくとる。

クライオポンプ１台
からポート１個

クライオポンプ１台
からポート３個

8



RCS夏季作業：コリメータの更新
• 2016年4月に故障し、固定式で運転していたRCSのセカンダリーコリメータ5番を、駆動式の

物に更新した。

• これにより、コリメータから漏れるロス（直下流BMで3mSv程度）を低減できる見込みで、
１ＭＷ利用運転に備える

コリメータ交換に伴う被ばく(暫定値)
作業者10名の集団線量：260 人・Sv
最大被ばく量：50 Sv

作業者の被ばく量を逐次確認し、平坦化に
努めた結果、最大でも50 Svに作業者の
被ばくを抑えて作業を完了した。

固定式コリメータ 駆動式コリメータ

9



MR新電源棟とコンデンサバンクの状況

10

D4

D5 D6

C-bank

C-banks

C-banks



運転計画 （2018年10-12月）
11

MLFの利用運転日数10月： 9日
11月： 26日
12月：12.5日
合計 47.5日

夏季シャットダウン後の運転：
・リニアックの調整 10月7日開始
・MLF:10月22日 21:00から、500kWで利用運転開始予定
・MR：この期間での運転は休止



12（参考） 検討中の2019年1-3月運転計画案

（10月17日現在）検討・調整中のため参考資料としての位置づけ

１月中旬までMLFの標的容器輸送に伴う停止
・MLF:1月23日 21:00から利用運転開始予定
・MR：1月に3GeV-DCでのスタディ、2-3月利用運転予定



まとめ

13

• 2018年（6月まで）の加速器の運転

MLF：安定に利用運転： 400→500kW（4/19～6/29)、稼働率 94％

１MW 1時間の連続試験（7/3)

MR：ニュートリノ利用（3/9～5/31、470～494kW）、稼働率 86%

ハドロン利用（6/1～6/29、51kW）、稼働率 88%

• 夏季停止期間中での主な作業

通常の保守、点検 に加え

リニアック：RFQの真空増強

RCS：コリメータの復帰

MR：新電源の試験準備

• 2018年度 後半の運転計画

ビーム調整中

MLF利用：10月22日から

MR：12月まで休止

１月以降の詳細スケジュールは検討中



MLFの現状 
金谷利治 

J-PARC MLF 

1 

20181017 
J-PARC利用者協議会 



MLF中性子源のビーム運転履歴 

2018年7月3日現在 

東日本大震災 

ハドロン施設の 
事故  

300 kW 

震災後約10ヶ月の 
運転停止 

MLFでの火災後
の運転停止 

500 kW 

中性子標的容器不具
合による停止と容器交
換 

1 MW 連続
運転試験 1 MW 相当パルス入射 



１MW試運転成功  2018年7月3日 
中
性
子
水
銀
標
的
で
受
け
る
ビ
ー
ム
強
度
に

 
換
算
し
た
出
力

 

0

5 105

1 106

1.5 106

2 106

2.5 106

3 106

3.5 106

4 106

0 200 400 600 800 1000

Exp
Cal

N
e
u
t
r
o
n
 
f
l
u
x
 
(
n
/
c
m
/
s
@
1
M
W
&
2
5
H
z
)

Proton beam power (kw)

Neutron intensity at 13m 
with SC(C) 



Bubbler 

Jet flow 
Nozzle 

Under development 

Countermeasure for the pitting damage  

Double 
wall 

Bubbler 

Proton  
Beam 

mercury 

No protection for damage 

Schedule to 1MW 

mercury mercury 

Proton  
Beam 

Proton  
Beam Double 

wall 

#9 (gradually increase from 500kW to 1MW) 
Depending on the results of PIE on #8, a 
possibility of 500 kW operation  
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500kW after #9 is ready 

1MW test 

Operation 



水銀容器ビーム窓部損傷観察（概観） 

• ビーム窓中心付近をホールソーで切り出し 
• 水溶性潤滑油を使用し、円滑な切り出しに
成功 

• 中央に筋状の深い損傷と
 

内側壁（内面） 

陽子 
ビーム 

二重壁 バブラー 

水銀 

•広範囲に浅い損傷（つ
や消し状）が見える 

外側壁（内面） 内側壁（狭隘流路側） 

 9月19日 ＭＬＦに保管してい
た中性子ビームライン用ビー
ムダクトプラグ３本をＲＡＭ棟
に運搬し、低放射化物用ピット
に保管 

RAM棟で放射化物の保管開始 

保管用ピット上部  RAM棟に搬入後吊り下ろし  



 2014年に回転標的の運用を開始 
 2018年7月まで4年間の安定運転 
 回転数 : 1220万回転 
 2018年7月には1時間の1 MW相当
の運転を達成 

J-PARC MLF ミュオン標的 330 mm 
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Total Applied Proposals(2018B) MLF: 334  SNS: 480  HFIR: 251  (2014B) 

  一般課題 申請数と採択数 

Hadron 
Incident 

Target 
Proble
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Earthquake and 
Restoration 

Work 

SNS 
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334 

Universities 
in Japan 

49% 

Companies 
9% 

Research 
Institutes in 
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6% 

Foreign 
Countries 
[パーセン
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JAEA 
9% 

KEK 
6% 
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4% 

 Applicants' Affiliation 

Number of 
General Proposals 
at 2018B is 334 



ＭＬＦの活動 
 CROSSRoads WS「生体物質と水和水のダイナミクス及び中性子散乱」 
7/2、IQBRC 
 中性子を用いた生体物質のダイナミクス研究のWS 
 37名の参加 

 平成30 年度J-PARC MLF 産業利用成果報告会 
7/23-24、東京 秋葉原コンベンションホール 

 MLFの産業利用と学術成果に関する報告会 
 産学官から300 名を超える来場者 

 MLFの非弾性散乱装置のユーザーミーティング DIRECTION 2018 
2018年10月11日 
 超高圧中性子解説装置（BL11 PLANET）のユーザーミーティング 
2018年10月11日 
 ダイナミックス解析装置（BL02 DNA）のユーザーミーティング 
2018年10月12日 

 重水素化ラボの整備： 
 Katarina KORUZA さん（Lund 大学PhD学生）がJSPSフェ

ローとしてMLF (CROSS)滞在 重水素化実験 



Memory Error: 
Negative and Positive Muon-Induced Single Event Upsets in 65-nm UTBB SOI SRAMs 
IEEE Transactions on Nuclear Science, 2018  
Seiya Manabe, Yukinobu Watanabe, Wang Liao, Masanori Hashimoto, Keita Nakano, Hikaru Sato, Tadahiro Kin, Shin-ichiro Abe, Koji 
Hamada, Motonobu Tampo and Yasuhiro Miyake  

New Force:  
Search for deviations from the inverse square law of gravity at nm range using a pulsed neutron beam 
Phys. Rev. D 97, 062002 (2018) 
Christopher C. Haddock, Noriko Oi, Katsuya Hirota, Takashi Ino, Masaaki Kitaguchi, Satoru Matsumoto, Kenji Mishima, Tatsushi Shima, 
Hirohiko M. Shimizu, W. Michael Snow, and Tamaki Yoshioka 

Ion Conductivity:  
High oxide-ion conductivity in Si-deficient La9.565(Si5.826□0.174)O26 apatite without interstitial oxygens 
due to the overbonded channel oxygens 
J. Mater. Chem. A, 2018,6, 10835-10846 
Kotaro Fujii,  Masatomo Yashima,  Keisuke Hibino,  Masahiro Shiraiwa,  Koichiro Fukuda, Susumu Nakayama,  Nobuo Ishizawa,  Takayasu 
Hanashima  and  Takashi Ohhara 

2D Fluctuations in Copper Oxides: 
Development of Ferromagnetic Fluctuations in Heavely Overdoped (Bi, Pb) Sr2CuO6+d Copper Oxides 
PRL (Aug. 1, 2018) 
Koshi Kurashima, Tadashi Adachi, Kensuke M. Suzuki, Yasushi Fukunaga, Takayuki Kawamata, Takashi Noji, Hiroshi Miyasaka, Isao 
Watanabe, Masanori Miyazaki, Akihiro Koda, Ryosuke Kadono, Yuji Koike,  

Stroboscopic Measurements of Skyrmions::  
Phase-transition of magnetic skyrmion investigated by stroboscopic small-angle neutron scattering, 
Phys. Rev. B (2018) 
Taro Nakajima, Yasuhiko Inamura, Takayoshi Ito, Kazuki Ohishi, Hiroshi Oike, Fumitaka Kagawa, Akiko Kikkawa, Yasujiro Taguchi, Kazuhisa 
Kakurai , Yoshinori Tokura, Taka-hisa Arima 

プレスリリース(2018) 



Iron and steel material: 
Martensite phase stress and the strengthening mechanism in TRIP steel by neutron diffraction 
Scientific Reports, 7, Article number: 15149 (2017) 
Stefanus Harjo, Noriyuki Tsuchida, Jun Abe and Wu Gong  

Thermoelectric materials: 
Liquid-like thermal conduction in intercalated layered crystalline solids 
Nature Materials, 17, 226–230 (2018) 
B. Li, H. Wang, Y. Kawakita, Q. Zhang, M. Feygenson, H. L. Yu, D. Wu, K. Ohara, T. Kikuchi, K. Shibata, T. Yamada, X. K. Ning, Y. Chen, J. Q. 
He, D. Vaknin, R. Q. Wu, K. Nakajima and  M. G. Kanatzidis  

µSR measurements with negative muon: 
Nuclear Magnetic Field in Solid Detected with Negative-Muon Spin Rotation and Relaxation 
Phys. Rev. Lett. (Aug. 21st, 2018) 
Jun Sugiyama, Izumi Umegaki, Hiroshi Nozaki, Wataru Higemoto, Koji Hamada, Sohi Takeshita, Akihiko Koda, Koichiro Shimomuram 
Kazuhiko Ninomiya and M. Kenya Kubo  



正ミュオンに比べて負ミュオンの方が 
メモリ情報のビット反転(SEU)の発生確

率が高くなることを実験的に初めて明ら
かにした。 
→  負ミュオン捕獲反応の影響が 
  大きいことを見出した。 

S. Manabe, Y. Watanabe et al.,  
IEEE Transaction on Nuclear Science, Vol. 65, 1742 (2018) 

ミュオンにソフトエラーの評価 



負ミュオン利用による物質中の原子拡散研究 

・正ミュオンは、H+の軽い同位体として振舞う 
・水素が拡散する状況では、μ+も不安定。 
 

・原子核に捕獲される→安定 
・捕獲過程でスピン偏極の低下→信号強度の低下 
・捕獲核の核スピン緩和→信号強度の低下 
・捕獲核によりμ-の寿命が異なる→解析が複雑 
 

高統計測定が必要！ 従来は計数速度が遅く、物性解析に未利用→J-PARCの大強度パル
スミュオンと多素子検出器で計数速度の壁を破る 

杉山 純 

LF: 縦磁場 H//Sμ 
ZF: 零磁場 
TF: 横磁場 H⊥Sμ 
 
Sμ: μ-スピン向き 

μ-運動量 
50 MeV/c 
MgH2試料サイズ 
・5*5*2cm3 

・PET容器中 
・約40g 
室温 
１スペクトルの測定に
5-10時間必要 

Mg-µ−で水素核からのラ

ンダム磁場とそのゆらぎ
観測に成功。 



文科省によるJ-PARC中間評価 

評価のまとめ 
 
前回中間評価から現在までに、ニュートリノ実験施設においては物質の起源 
に迫るニュートリノ振動に関する重大な発見があり、ハドロン実験施設におい 
てはハイパー核における荷電対称性の破れなど、原子核内の核力に関する新た 
な知見が得られている。MLF においても、次世代電池材料として期待される高 
イオン伝導材料の発見や高性能タイヤの開発など、基礎から応用に至る多くの 
成果が創出されており、今後とも、学術・産業の幅広い研究分野において数多 
くの利用と成果の創出が期待される。前回中間評価の指摘事項に対しても、概 
ね着実な取組が行われており、我が国の科学技術イノベーション政策における 
重要な大型研究基盤施設として、引き続きJ-PARC の開発、利用を行っていく 
ことが重要である。 
一方、運転開始から約10 年が経過し、施設の安定運転の達成を見越した先見 
的な取組を実施していくべき時期に来ており、施設全体を通じた今後の展開と 
しては、以下の点に留意し取り組むべきである。 
 



新たな論点 
 
経営的視点の導入 
J-PARCは運転開始から凡そ10年以上が経過しており、計画的に経年劣化対策や

高度化等を進める必要があるため、運営に「経営的視点」を取り入れ、中長期的
な計画を検討・策定し、経営基盤を強化していくべきである。MLFにおいては、よ

り効率的・効果的な一体的運営に取組むとともに、コミュニティ全体として効率
的・効果的な取組を検討する。 
 
本格的産学連携の実施 
非競争領域におけるコンソーシアムの設立、柔軟な利用料金設定、高度なサー
ビスの提供、「組織」対「組織」の本格的産学連携等が重要であり、持続的な正
のサイクルが構築されるような取組が重要である。 
 
成果指標の検討 
論文の絶対数やTop10%論文数は増加傾向にあり、稼働時間や出力を考慮する

と効率的に良い成果が創出されている。一方で、論文化率が海外他施設と比べ
低いという課題がある。IRによる組織力評価の課題審査への活用や論文化率を
改善するような取組が課題である。 
 
 



中間評価最終報告書より 



中間評価最終報告書より 



中間評価最終報告書より 



研究成果 

高インパクトな成果が増加している    プレスリリースの増加：2015年度 6件、2016年

度 11件、2017年度：12件   

査読付きプロシーディング論文 
査読付き論文 
Top10% 論文割合 

BLにより利用開始年が異なる。 
2013B期以前のみで統計を取ると29.1%まで向上 

各ビームラインの論文化率（平均21.2%) 論文数、Top10%論文解析  

ビーム強度の増強に伴い論文数増加。 

一方、欧米の類似施設（SNS, ISIS)と比べ、論文数や論文化率は低い 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（イノベーション創出と国際競争力）
○Top10%、Top1%論文解析、海外他施設（ISIS、SNS）との比較の実施（H27年度～）�⇒（Top10%論文割合）2007-2015年：6.7%（2012-2015年：6.8%）�⇒（海外施設との比較）米国SNS：20％　英国ISIS：14％（2007-2015年）




1. 質の高い産業研究によりイノベーションの加速を図る 
    産業利用に繋がる新たな科学的現象、原理の発見 

      非競争領域での研究（成果公開） 

2. 地域・経済界の活力を用いて、J-PARCの活性化を図る 
    新たな製品の開発、高性能化研究により経済効果を目指す 

      競争領域での研究（成果非公開） 

１）産業界利用者の勧誘  産業界実施課題数の増加を目指す 
（非競争領域、競争領域の両方） 
1. 茨城県の勧誘活動（茨城県） 
2. サイエンスコーディネーターの企業への働きかけ 

（茨城県,CROSS) 
3. 中性子産業利用推進協議会の設置(茨城県） 
4. 産業界に向けて講習会、研究会の開催（茨城県、CROSS) 
5. KEKのビームラインでも産業界の課題受付け（2016Bより） 
6. MLFとして企業ポスドク制度設置と受け入れ（住友ゴム） 

産業利用率 

産業利用採択件数の推移 

他の中性子施設の産業利用率 

産業界との連携 
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J-PARC MLFにおける産業利用の目的とその方
策 

これまでの実績 



１）企業コンソーシアムの形成による産・学・施設の連携：非競争領域での研究 （成果公開型）： 

企業コンソーシアム 

２）企業とMLFの間での「組織」対「組織」の連携： 
  競争・非競争領域での研究 （成果非公開・非公開型） 

企業 

非競争領域 
競争領域 

• 企業の種々の要求を満たす
ことができる 

• 競争領域での研究 
 （非競争領域研究も可） 
• ビームタイムの確保 
• 産業BTの導入 

３）企業（or 企業コンソーシアム）と量子ビーム施設との組織的連携 
企業(or コンソーシアム) 

• 課題に合わせて複数の量子ビームを利
用 

• 量子ビーム施設間での調整が必要 
量子ビームプラットフフォーム形成 

    申請時連携課題の明記推奨。 
 

研究会の立上げから始め 
コンソーシアム設立を準備 

非競争領域 

非競争領域 
競争領域 

• 成果公開 
• 学術界の技術的サポート 
• 共通基盤技術の底上げ 
• ビームタイムの確保 
• 産業BTの導入 

産業界との連携に対する 今後の課題 
 社会・産業が抱える重要課題に対してソリューションを提供する大型共用研究施設として最大限に利活用を進め

ていくことが重要（特にMLF）。このため、「組織」対「組織」の本格的産学連携を進めていくことが重要ではないか。 
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MLFとしての産学連携の取り組み 

• 個々の産業利用課題についてこれまで通り進める 
• 産・学・施設連携でのコンソーシアムの推進 
• 「組織」対「組織」の産業利用の推進 
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中性子産
業利用推
進協議会 

MLF 

産学連携利用
推進オフィス
（仮称） 

茨城県 

JAEA 

KEK 

CROSS 

問題の提示・提案 
共同研究の提案 

社会・産業が抱える重要課題に対して 
ソリューションを提供する 



J-PARC MLF 将来計画 
これまでの検討経緯 (抜粋) 

2016年3月  学術会議 マスタープラン申請書提出 

2016年  9月18日 ヒアリング（斎藤、二川、金谷）  

2016年10月24日 「重点大型研究計画（案）」に選ばれず 

2017年３月  量子ビームサイエンスフェスタにおいて議論（つくば） 

2017年  6月～9月 月１回第２標的に関する打ち合わせ 

2017年  9月11日 第１回MLF中性子ミュオン将来計画検討会（東大駒場） 

   （J-PARC、中性子科学会、中間子科学会の共催） 

2018年  2月25日 中性子科学会・中間子科学会合同検討会 

2018年  3月  4日  第２回MLF将来計画検討会（水戸、量子ビームサイエンスフェスタ） 

2018年 4月~9月  月１回MLF将来計画技術検討会開催 

2018年 9月8日  第３回MLF将来計画検討会（京大宇治） 

2018年 9月13日  拡大物性委員会大型計画シンポ 

2018年12月  CDR完成予定（サイエンス提案を募集中） 

2019年 3月  マスタープラン申請書提出予定 

 

  





ご清聴、ありがとうございました 
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素核D報告 

小林 隆 

１８１０１７ 
利用者協議会 



2 

FX beam 

Hadron Hall 

MLF 

2 

Particle and Nuclear Physics @ J-PARC 

3GeV RCS 

Hyper-nuclear physics 

Role of strange quark in extreme high 
density matter? 

 Strangeness in Nuclei  

Neutron star 

CPV beyond CKM 

μ−
μ

 

q

e−
105MeV

COMET（Hadron Hall）

Flavor&CPV in charged lepto  
Search for µe conversio

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、こちらが、J-PARCの加速器複合施設です。陽子ビームを１８１MeVまで加速する（来年度以降４００ MeVになる）線形加速器ライナックがあり、その後、ビームは、40 msという短い時間の間に3 GeVまで加速されます。そのビームのほとんどは、この物質生命科学実験施設で中性子やミュオンを使った実験の為に使われています。



T2K (Tokai to Kamioka)  experiment 

 High intensity νµ beam from J-PARC MR to Super-Kamiokande 
 Evidence  Observation of νµ  νe (2011-2013) 
 Updated goals 

 Precise measurement of νe appearance 
 Precise meas. of νµ disappearance 
 Measure CPV phase, contribution to mass hier. 
determ. 

3 
2010~ (Running) 



Hadron experimental hall 
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Why are bound quarks haevier？ 

Quark 
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Ｘray 

Ｋ− 

Implantation of 
Kaon and the  

nuclear shrinkage 

K meson 

4 

CPV beyond CKM 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
On the other hand, the hadron experimental hall looks like this.
● Proton beam comes here and various kaon beam lines are prepared, where K=1.8 means kaons with momentum of 1.8 GeV/c.
● At SKS, hypernuclear spectroscopy will be performed for a variety of nuclei. ● In particular, searches for double hypernucleus and pentaquark are the highlights in here.
● In this beamline, kaon implantation is planned.  When kaon is implanted inside the nucleus, there is a possibility that high density matter is created. ● Kaonic atom and kaonic nucleus will be studied.
● This beam line is the neutral kaon line to study CP violation, and ● this line is for T-violation experiment.
● Finally, this line, which is not yet completed, is dedicated to the study of chiral symmetry, namely, the mass generation mechanism of bound quarks.




2 

FX beam 

Hadron Hall 

MLF 

5 

Particle and Nuclear Physics @ J-PARC 

3GeV RCS 

CPV in Charged Lepton? 

gµ-2/µEDM 
new particle νs? 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、こちらが、J-PARCの加速器複合施設です。陽子ビームを１８１MeVまで加速する（来年度以降４００ MeVになる）線形加速器ライナックがあり、その後、ビームは、40 msという短い時間の間に3 GeVまで加速されます。そのビームのほとんどは、この物質生命科学実験施設で中性子やミュオンを使った実験の為に使われています。



行事 
2018 
• 6/1~6/30 HDビーム 
• 6/27 FIFC 
• 7/18-20 PAC 

– https://j-
parc.jp/researcher/Hadron/ja/PAC_for_NuclPart_j.
html 

• 12/19 FIFC 
２０１９ 
• 1/16-18: 次回PAC 

6 

https://j-parc.jp/researcher/Hadron/ja/PAC_for_NuclPart_j.html
https://j-parc.jp/researcher/Hadron/ja/PAC_for_NuclPart_j.html
https://j-parc.jp/researcher/Hadron/ja/PAC_for_NuclPart_j.html
https://j-parc.jp/researcher/Hadron/ja/PAC_for_NuclPart_j.html


Beam Power History of MR 

Delivered beam power in the spring of 2018 : 
 Fast extraction  ~ 485 kW (2.50 x1014 ppp) 
        504 kW (2.61 x1014 ppp) for 50 shots demonstration 
 Slow extraction  ~ 51 kW (5.5 x1013 ppp) 

 as of June 29, 2018 

2018/7/18 7 



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
220.5 + 173.4
 x 10^18 = 



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
220.5 + 173.4
 x 10^18 = 





 







・ Preliminary result : time vs. energy 

E62 completed! 



バックグラウンド推定 
 
- 主な要因: 

  ハロー中性子がカロリメータをヒット  

- 過去の実験： KEK-E391a 
 
 
  から感度を 
  10倍更新 

-        からの制限 
 （Grossman-Nir bound） 

          崩壊探索の新しい結果 

- 2013年5月のデータ（100hours） 



KL→π0π+π-崩壊 
 
ビーム下流の検出器を更に増強 
して π+  π-  を検知 

ハロー中性子が 
カロリメータをヒット 
 
カロリメータ増強： 
 両読み出しによる 
 シャワーの三次元再構成で 
 ハドロンシャワーを 
 更に  x １０  除去する。 

 バックグラウンド対策を更に（2018年夏） 

ハロー中性子が 
上流でπ0を生成 
 
z分布のテールは、 
カロリメータに 
“γ + n” で入る場合 
←カロリメータ増強で 
 対処 

KL→π0π0崩壊 
 
インナーバレル検出器（2016年）で対処済み 





ミューオングループ：g-2/EDM 
• 全体の状況 

• 標準理論計算アップデート（野村（素核研）、他） 
• Editor’s Suggestion & Featured in Physics 

• TDR focused reviewでの審議を経て、2018年7月J-
PARC PACにてStage-2をリクエスト 
 

• MLF MUSE Hライン 
• 受電ヤード建設中（物構研） 

 
 

• ミューオン源・加速の開発 
• 負ミューオニウムRF加速の成功 (Phys. Rev. AB、CERN 

courier、日本物理学会誌、他）（加速器、東大、茨城大） 
• ミューオンBPM論文出版 (NIM A899,22) （ソウル大、他） 

 

• 陽電子検出器の開発 
• シリコンストリップ飛跡検出器の建設 

 (機械セ、東大、九大、名大、東北大) + ATLAS & Belle II groupの協
力 

 

• ミューオン入射・蓄積電磁石の開発 
• ３次元ビーム入射の開発（茨城大、KAIST） 
• 磁場測定NMRプローブの開発＠J-PARC NU1 (低温セ、東大、ソウ

ル大) 
コラボレーションミーティング 

＠J-PARC 

3.7σ 

実験 理論 

日本物理学会誌 

受電ヤード建設現場 

 



ミューオングループ：COMET 
• 全体の状況 

• TDRアップデート Chief Editor: Peter Dornan 
• 九州大学 楊叶 博士号取得 

• “Study of radiation influence on thermal characteristics of SC 
magnets for high intense muon beam line” 

• 基盤S採択 大阪大学 

• 超電導電磁石・クライオジェニックス 
• 捕獲ソレノイドコイル巻進行中 
• クライオジェニックスデザインほぼ完了 
• 冷凍機冷却試験 

• ８GeV陽子加速・エクスティンクション 
• 2−3月時取得データの解析・加速器学会での発表 

• 物理計測検出器（CyDet）開発 
• CDC検出器宇宙線試験進行中 
• トリガー回路 最終版を試験中 
• ミューオン静止標的 

• ビーム計測検出器（StrEcal）開発 
• ストロー検出器最終デザイン 
• LYSOカロリメータ最終デザイン・結晶大量生産開始 

• 放射線耐性試験 
• 中性子量モニター開発（九州大） g-2グループの協力 

捕獲ソレノイドコイル 

冷凍機冷却試験 

CDC検出器 

μ静止標
的 

ストロ−検出器最終デザイ
ン 

中性子量モニター
（SiPM) 

 



 

https://kds.kek.jp/indico/event/28286/  

https://kds.kek.jp/indico/event/28286/


Welcome 
• Ichiro Adachi (KEK) 
• Nori Aoi (RCNP) 
• Monica Blanke (Karlsruhe,  KIT)  
• Deborah Harris (FNAL) 
• Yoshitaka Itow (Nagoya) 
• Steve Kettell (BNL) 
• Ryuichiro Kitano (KEK) 
• Masahiro Kuze (Tokyo Tech) 
• François Le Diberder (LAL, Orsay) 
• Akira Ohnishi (Kyoto)  
• Josef Pochodzalla (Mainz) 
• Hirokazu Tamura (Tohoku)     
• Tony Thomas  (Adelaide) 
• Nu Xu  (LBNL) 
• Rik Yoshida (J-lab ) (chair) 

New PAC members  
• Thomas Browder (Hawaii) 
• Simon Eidelman (BINP) 
• Kazunori Hanagaki (KEK) 
• Junji Haba (KEK) 
• Wolfram Weise (TU Munich)      
• William Zajc (Columbia) 

Ex-PAC members  

2018/7/18 
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Tokushuku-san’s mandate slide 



Preliminary operation schedule of acc 

days MR 
rdy 

T2K 
rdy 

HD 
rdy 

Jan 5.5 

Feb 25 

Mar 22 

Apr 24 

May 27 

Jun 24.5 

Tot 128 

Bdt 
cnst 

97.5 
4.4cyc 

1cycle=22days 

SK tank 
repair 

KOTO 
upgrade 

４～６月 to be updated 



Recommendation on machine 
time allocation 

 



総研大J-PARCサマースチューデントプログラム 
http://kek.soken.ac.jp//sokendai/2018jssp/ 

• 総研大 
• 大学加速器連携ネットワークによる人材育成等プログラム 
• J-PARC 
• グループ予算 
などで運営 

http://kek.soken.ac.jp/sokendai/2018jssp/


The 7th Int’l School for Strangeness Nuclear Physics  
(SNP School 2018)     Aug.1 – 3 RCNP, Osaka Univ. 

  5 lectures by world-wide leading researchers 
・ Cluster correlation in nuclei and its impact on nuclear astrophysics  
 by T.Kawabata (Osaka Univ.)  
・ From strange atoms and nuclei to the heart of neutron stars . Experiments with low-energy kaons at the DAFNE Collider in Italy  
 by C.O.Curceanu (LNF-INFN) 
・ Physics of core-collapse supernovae explored by nuclei  by K.Sumiyoshi (Numazu College of Technology) 
・ How to understand heavy hadrons    by H.C.Kim (Infa Univ.) 
・ Structure of hypernuclei studied by molecular dynamics  by M.Kimura (Hokkaido Univ.) 

79 participants  
incl. school students, lecturers, and organizers 

 Visit to RCNP Acc. facility 
 Young Researchers Session  6 long + 36 short oral presentations by 42 poster presenters 
 Hashimoto Prize & ANPha 1st Award   

・ Mr. ARFI, Ahmad Jafar 
 Incentive Prize      

・ Mr. AUNG NAY LIN NYAW, Aung   ANPha 2nd Award 
・ Ms. OMAR, Zhadyra 
・ Mr. MIYATA Seiya 
・ Ms. FUJIOKA Norina 
・ Ms. SWEET May 
・ Dr. KRIVENKOV, Dmitri 
・ Mr. KAMEI Yuto 

Award Winners 



まとめ 
• 7/18-20 PAC。2019年夏までのマシンタイム配分が議論された。３－４月の４７．５

日がSX、５，６月の５０日がニュートリノに配分勧告 
• ニュートリノ 

– 5/30までビーム。Total 3.2e21POT(nu: 1.5, anti-nu 1.7)に。去年から反ニュートリノデータ倍増。 
– 去年末までの全データ（2.6e21POT）の解析結果を公表 

• CP保存２シグマで棄却 
• ハドロン 

– ６月ビームで1075kWxdays蓄積。高い運転(時間)効率（90%） 
– K中間子原子X線測定実験E62完了 
– KOTO実験 

• 最新結果（２０１５年までのデータ）発表。分岐比に対して、これまでより１０倍小さい上限値3e-9を与
えた。 

• 検出器のアップグレード作業中 
– ９０ｋW標的２０１９年設置予定 

• ミューオン 
– COMET 

• 基盤S採択 大阪大学 
• 捕獲ソレノイドコイル巻、CDC検出器宇宙線試験進行中 
• LYSOカロリメータ最終デザイン・結晶大量生産開始 

– G-2 
• 受電ヤード建設中 
• 理論計算や、各種R&Dが進行中 

• 総研大J-PARCサマースチューデントプログラム実施中 
• The 7th Int’l School for Strangeness Nuclear Physics 開催＠RCNP ７９人参加 
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